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新規企業への支援の進め方として、まず8~9月に対象企業の実施している「新しい働き方」における課題感を把握し、10~11月に現場へのヒアリング等により課題要因
の把握・施策の検討を行った上で、12~1月に改善計画を取り纏めます。「新しい働き方」に向けた取組みの検討を進める上では、アンケートを通じた社員の働き方に関
する現状認識・課題等の把握に取り組む予定です。

新規企業へのコンサルティング支援内容

対象企業が実施している取組に基づく
本年度の働き方改革における課題意識の把握

取組における課題感の確認 (8~9月)

主
な
支
援
内
容

事前説明・第1回打合せ

対象企業の新しい働き方の取組において、現時
点で現場管理職や担当者の感じている課題感を
確認し、ボトルネックとなっている課題・要因の仮説
を設定する

• 「新しい働き方」の現状と課題感
• 取組のスケジュールの確認
• 社員アンケートを通じた課題の把握

使
用
す
る

ツ
ー
ル

②「現状把握アンケート」: 労務管理やテレワーク実施状況など「新しい働き方」の取組の浸透度や課題を
把握するためのアンケート (コロナ前後の働き方の変化を現場社員の視点から把握)

課題要因の把握・施策の検討 (10~11月)

ヒアリングやアンケートを通して課題要因や施策の
実施可能性等の実態を把握

第2回打合せ

前段で確認した課題意識を基に、関連する現場
管理職/担当者へのヒアリング等を通して、課題の
要因や実施したい施策、実態に即して実施可能
な施策についてご意見をいただく

• 現場の実態
• 現場の実態に基づく、課題の要因の把握
• 現場の実態に即した実施可能な施策を検討

改善計画の取りまとめ (12~1月)

課題と取組を紐づけ、優先度に応じて
改善計画・ロードマップとして明確化

第3回打合せ

前段で確認した課題の要因に対して有効な施策
を紐づけし、施策の優先度や制約条件などを確認
した上で、改善目標やスケジュール、施策の進め方
などを改善計画として取りまとめる

• 課題要因と施策の紐づけ
• 施策の優先度・制約条件等を検討
• 改善計画・ロードマップの取りまとめ

①「働き方改革取組事例集」: 優良企業の働き方改革の取組を事例集として整理

コンサルティング支援内容 (新規企業)

コンサルティング支援においては、働き方に関する課題の把握やヒアリングを通じた課題要因の把握・施策の検討を行いますが、本年度は「新しい働き方」を前提とし
た支援を行うべく、労務管理やテレワーク実施状況など「新しい働き方」の取組の浸透度や課題を把握するためのアンケートを実施します。こうしたアンケート等を活
用しコロナ禍における現状の実態・課題を把握することで、「新しい働き方」に向けた計画策定を支援します。


